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１．概要（Summary） 

シリコンマイクロディスク共振器と単層カーボン

ナノチューブを光結合させたデバイスの試作と評価

に取り組んだ。単一のカーボンナノチューブからの発

光がマイクロディスク共振器の周を伝搬するウィス

パリングギャラリーモードに結合していることを確

認した。 

 

２．実験（Experimental） 

使用装置 

高速大面積電子線描画装置 

シリコン深掘りエッチング装置 

形状・膜厚・電気・機械特性評価装置群 

クリーンドラフト潤沢超純粋付 

ステルスダイサー 

実験概要 

本研究で使用した基板は SOI(silicon on insulator)

基板である。まずレジスト ZEP520A を塗布し、SOI

基板上に ADVANTEST F5112 を用いてフォトニック

結晶のパターンを形成した。現像後、ポストベークし

たレジストをマスクとして、Si デバイス層 200nm を

エッチングした。 その後、フッ化水素酸を用いて

BOX 層 1000nm をエッチングし、スラブ構造を形成

した。  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

共振器上で取得したスペクトルには、設計どおり

1400 nm 付近に共振器の基底モードのピークが観測

され、ナノチューブと共振器が相互作用していること

を示すデータとなった。未加工部分の発光と比較し、

少なくとも 50 倍程度発光が増強されていると見積も

ることができている。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は科研費 21684016, 22226006, 23104704, 

24340066, 24654080、総務省 SCOPE、および文部科

学省「先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラ

ム」「最先端の光の創成を目指したネッ トワーク研究拠点

プログラム」の支援を受けた。 
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